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（１）指摘事項　

（２）監査意見　 該当無し

（３）決算審査意見 該当無し

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況 　
該当無し

１　前年度指摘事項等に対する措置等

指　摘　事　項 措置状況等
１　原因
①千代川（智頭町内）への土砂崩落に係る未収金
　 残廃土が崩落し、千代川を閉塞させたため、県が河川応急工事を実施
したことによるもの
②鳥取市内の河川へのPCB流出に係る未収金
　 勝部川沿いの採石場が崩落し、PCBが河川に流出したため、県が河川
内の土砂を撤去したことによるもの

２　処理方針
①役員個人への債権について、H27から少額ずつ納付されており(H30は
未納付)、R元も少額納付。引き続き粘り強く催促していく。

②既に事業を中止しており、関連会社も事業停止中。H27年に法人代表者
が死亡。R元年度は未納で、今後の回収も困難が予想。引き続き納付督促
を試みつつ、不納欠損処分についても検討を進める。

３　再発防止策
　事業者への法令遵守の徹底を進めていく。

雑入(河川法第６７条による原因者負担金)
について、前年度に比べ未収金の額は減少
しているものの、依然として多額の未収金が
あった。

[R2調定額等] 

・調 定 額： 936,182,254円

・収入済額： 6,000円

・未収金額：936,176,254円

調定額のうち

・智頭町内の土砂崩落(H14.1)に係るも

の・・・・・・ 889,265,046円

・鳥取市内の河川へのPCB流出に係る

もの・・・・・ 46,917,208円
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３　職員の定員、現員調べ

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

4 4 13 13 0 0 17 17

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

4 4 13 13 0 0 17 17

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

４ 役付職員の調べ

（令和３年８月１日現在）

年 月

1 4

課長補佐(技) 村尾　修一 2 4

課長補佐(技) 大坪　亮太 0 4

課長 池田　典男

課長補佐(事) 横山　忠勝 2 4

技術職員 現業職員  計

備　　　　　考

氏　　　　　　名
在職期間

備　　　　考

過不足(△)

臨時的
任用職員

会計年度
任用職員

職　　　　　名

      　  種別

区分

事務職員

定　　　　員

現　　　　員
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５　主な事業に関する調べ
（単位：千円）

国庫支出金 起　　債 そ の 他 一般財源
7,665,592 2,292,531 4,969,000 0 404,061

（概　要）
ア　目的及び事業の実施状況
（ア）目的

（イ）事業の実施状況
○河川整備の実施

　　・大路川（事業費C=554百万円）：排水機場（土木、機械、建築）ほか
　　・塩見川（事業費C=268百万円）：河道拡幅（地盤改良）ほか
　　・由良川（事業費C=662百万円）：護岸工　ほか

○河川環境の保全創出

　〈主要な事業箇所〉  ・湖山池（事業費C=150百万円）　：　浚渫・覆砂・なぎさ護岸

○水防体制の充実・強化

　〈主要な事業箇所〉  ・避難につなげる水防対策（事業費C=324百万円）　：　堤防舗装

イ　令和２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
○水防体制の充実・強化

ウ　成果及び効果
○河川整備の実施

○河川環境の保全創出

○水防体制の充実・強化

　大路川、塩見川、由良川等の浸水常襲又は水害リスクの高い河川等において、浸水被害を防止
（軽減）するための排水機場整備、築堤・護岸整備などを実施している。

　そのうち、速やかに取組を進め早期に効果を発現させるべき対策として、堤防舗装の実施、堤防
点検の強化、水防資材の十分な確保などを実施した。

令和新時代創生戦略 ―

政策項目
安心新時代づくり
・河床掘削やため池・流木対策・建物ブロック塀耐震化など災害に強い地域づくり

　洪水による水害を未然に防止・軽減し、河川環境の保全のためハード・ソフト両面の対策を推進
し、もって県民の生命・財産を守る。

　〈主要な事業箇所〉

　湖山池の水質等環境改善を図るため、住民と協力・連携のもと、浚渫や覆砂を実施している。

　近年、多発するゲリラ豪雨等に備え、地域の水防活動や住民が適切に避難できるよう、降雨や河
川水位等の河川防災情報をきめ細かく提供できるよう危機管理型水位計、河川監視カメラ設置など
の環境整備やバックウォーター区間の築堤区間において、天端舗装による粘り強い堤防整備を推進
している。

　令和元年東日本台風での被害発生を踏まえ、有識者、関係行政機関を構成員とする「水防対策検
討会」（主にハード対策）及び「防災避難対策検討会」（主にソフト対策）により今後取り組むべ
き課題を取りまとめた。

事　　　業　　　名
決算額

財　　源　　内　　訳

河川の整備

将来ビジョン

Ⅲ【守る】鳥取県の豊かな恵み・生活を守り、次代へつなぐ
（３）「災害に強い県土」をつくる
②ハード整備に加え、洪水ハザードマップ（災害予測地図・防災地図）の作成・配布
や、土砂災害特別警戒区域の調査・指定、土砂災害警戒情報システムの運用・避難訓練
を通じた災害時の情報発信・避難体制の整備などのソフト施策を進め、災害への迅速な
対応を推進します。

　整備目標である「近年の床上浸水被害解消や密集市街地における治水安全度の向上」に向けて、
大路川の排水機場・堤防整備、由良川(北条川放水路)の護岸整備などを重点的に整備した。令和２
年度は大路川（倉田排水機場）の整備完了に伴い、戦後最大洪水である昭和54年10月洪水に対して
シミュレーション値で浸水家屋数160戸、浸水面積10.7haの解消を図ることができた。

　令和２年度には、県内の１級水系、２級水系のすべてのダムで治水協定を締結し、事前放流の本
格運用を開始した。

　湖山池の環境改善（水質改善）に向け、底生生物の生息環境をつくり水質改善を図るため親水護
岸の整備と浅場造成を瀬地区にて実施した。また、底泥からの栄養塩類の溶出を抑制するため覆砂
を桂見周辺の湖内で実施し、湖内環境の改善に努めた。

　危機管理型水位計の設置（３４基（５６基⇒９０基））、監視カメラの増設（１５基（１１８基
⇒１３３基））、住民の方々の避難、水防団による水防活動が安全・的確に行える環境が一層整っ
た。

　「水防対策検討会」の提言を踏まえ、堤防強化対策（堤防舗装、水防体制強化）、バックウォー
ター対策（樹木伐採、河道掘削）等の取組に着手した。
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エ　課　題

　引き続き整備目標に向けたハード整備を着実に実施していくとともに、気候変動に伴い現行計画
よりも増大する降雨等に対応するため、流域治水の取り組みを住民及び関係機関とともに推進す
る。なお、流域治水の取り組みは、今まで以上に地元住民間での合意形成や関係機関同士との連携
が必要となることから、着実にそれらを実施していく。
　また、既存施設の機能維持・向上を図るために、長寿命化計画に基づく機器更新など、予防保全
的な維持管理も引き続き進めていく必要がある。
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（単位：千円）

国庫支出金 起　　債 そ の 他 一般財源
736,065 163,019 475,000 0 98,046

（概　要）
ア　目的及び事業の実施状況
（ア）目的

（イ）事業の実施状況

イ　令和２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

ウ　成果及び効果

エ　課　題
○海岸保全

財　　源　　内　　訳
決算額

事　　　業　　　名

海岸の整備

令和新時代創生戦略 ―

　海岸の侵食及び高潮、津波による水害を未然に防止・軽減するため、ハード・ソフト両面の対策
を推進し、もって県民の生命・財産を守る。

　岩美海岸などの侵食傾向にある海岸を保全するため、人工リーフやサンドパックの整備を実施す
るとともに、砂浜の回復のためのサンドリサイクルを実施した。

―

―

将来ビジョン

政策項目

　学識経験者や関係者を交えて連絡調整会議を行い、防護・利用・環境等の観点から、サンドリサ
イクル事業の過年度実施内容の状況把握、今後のより効果的な実施方法の検討を行った。

　東部地域では局部的・一時的な侵食は確認されるものの、長期的には人工リーフやサンドリサイ
クル等の侵食対策により安定傾向にある。
　岩美海岸における浜崖対策により、背後地の保護に一定の効果が得られた。

　近年の気候変動や爆弾低気圧の襲来による海岸侵食が懸念される中、必要なハード対策並びにサ
ンドリサイクル等について、効果的かつ着実に進める必要がある。

〈主要な事業箇所〉
　　・岩美海岸(浦富地区)　　（事業費C=196百万円）　：　人工リーフ整備ほか
　　・サンドリサイクル(全県)（事業費C=171百万円）　：　サンドリサイクルほか
　　・浜崖対策(岩美海岸)　　（事業費C= 42百万円）  ：　養浜
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00

0
3,

53
3,

00
0,

00
0

10
,5

96
,0

00
,0

00
6,

08
0,

00
0,

00
0

6,
08

0,
00

0,
00

0
0

0

直
轄
事
業
債

(0
)

(0
)

98
6,

00
0,

00
0

9
5,

00
0,

00
0

0
1,

08
1,

00
0,

00
0

1,
08
1,

00
0,

00
0

1,
08

1,
00

0,
00

0
0

0
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一
般

会
計

（
歳

出
）

（
単
位
：
円
）

合
　

　
計

(0
)

(0
)

(5
,3
26
,2
27
,8
39
)

(0
)

(5
,3
26
,2
27
,8
39
)

(5
,3
03
,7
79
,8
82
)

(
2
9
5
,
4
8
3
,
9
1
0
)

(
5
,
0
0
8
,
2
9
5
,
9
7
2
)

(
0
)

(
2
2
,
4
4
7
,
9
5
7
)

1
6
0
,
8
4
6
,
9
0
7

8,
15

0,
37

4,
00

0
5,

32
0,

96
5,

00
0

5,
32
6,
22
7,
83
9

△
 1
0,
06
3,
26
5

18
,7
87
,5
03
,5
74

11
,0
30
,5
24
,3
32

(
0
)

2
,
1
5
2
,
6
3
2
,
1
0
1

8
,
8
7
7
,
8
9
2
,
2
3
1

7
,
5
9
6
,
1
3
2
,
3
3
5

98
7,

77
1,

00
0

14
8,

19
0,

00
0

0
0

1,
13
5,
96
1,
00
0

1,
13
5,
96
0,
12
2

1
,
1
3
5
,
9
6
0
,
1
2
2

0
0

8
7
8

直
轄

河
川

海
岸

事
業

費
負

担
金

(0
)

(0
)

73
,1

57
,0

00
0

0
0

73
,1
57
,0
00

97
8,
31
9

0
9
7
8
,
3
1
9

6
4
,
0
0
0
,
0
0
0

8
,
1
7
8
,
6
8
1

5
9
2
,
0
3
3
,
6
4
8

3
9
0
,
7
3
2
,
0
8
7

9
,
8
3
9
,
2
9
1

水
防

費
(0
)

(0
)

(
0
)

海
岸

保
全

費

(2
61
,3
54
,7
20
)

(2
61
,3
54
,7
20
)

(2
61
,1
93
,3
60
)

(
6
,
1
0
0
,
0
0
0
)

(
2
5
5
,
0
9
3
,
3
6
0
)

(
1
6
1
,
3
6
0
)

33
7,

49
9,

00
0

47
7,

99
9,

00
0

26
1,
35
4,
72
0

△
 5
3,
00
0,
00
0

1,
02
3,
85
2,
72
0

62
3,
28
1,
34
2

3
1
,
2
4
7
,
6
9
4

(
1
0
,
9
8
7
,
5
6
8
)

3,
51

0,
16

3,
00

0
3,

82
4,

40
9,

00
0

2,
86
9,
65
4,
21
7

△
 5
5,
91
6,
18
0

10
,1
48
,3
10
,0
37

4,
81
7,
25
2,
56
7

6
5
4
,
2
2
3
,
1
7
7

4
,
1
6
3
,
0
2
9
,
3
9
0

5
,
2
6
8
,
5
9
7
,
3
5
1

6
2
,
4
6
0
,
1
1
9

河
川

改
良

費

(2
,8
69
,6
54
,2
17
)

(△
 4
6,
39
0,
18
0)

(2
,8
23
,2
64
,0
37
)

(2
,8
12
,2
76
,4
69
)

(
2
3
5
,
8
0
4
,
7
1
0
)

(
2
,
5
7
6
,
4
7
1
,
7
5
9
)

(
1
1
,
2
9
9
,
0
2
9
)

3,
24

1,
78

4,
00

0
87

0,
36

7,
00

0
2,
19
5,
21
8,
90
2

90
,6
31
,0
80

6,
39
8,
00
0,
98
2

4,
44
4,
83
0,
14
7

3
2
2
,
9
7
9
,
2
7
3

4
,
1
2
1
,
8
5
0
,
8
7
4

1
,
8
7
2
,
8
0
2
,
8
9
7

8
0
,
3
6
7
,
9
3
8

河
川

総
務

費

(2
,1
95
,2
18
,9
02
)

(4
6,
39
0,
18
0)

(2
,2
41
,6
09
,0
82
)

(2
,2
30
,3
10
,0
53
)

(
5
3
,
5
7
9
,
2
0
0
)

(
2
,
1
7
6
,
7
3
0
,
8
5
3
)

(
0
)

0
0

0
8,
22
1,
83
5

8,
22
1,
83
5

8,
22
1,
83
5

8
,
2
2
1
,
8
3
5

0
0

0

(0
)

(0
)

歳 出

土
木

総
務

費

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

備
考

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 備

 費
支

出
及

び
流

用
増

減

計 Ａ
本
　
庁

出
納
機
関

区 分
科
　

目

予
　

　
　

　
算

　
　

　
　

現
　

　
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

支
出
済
額
の
内
訳

翌
 
年
 
度

繰
 
越
 
額

Ｃ
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７　事業別実施状況調べ
（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(38,065,480) (38,065,480) (36,585,000) (1,480,480)

39,000,000 1,000,000 38,065,480 △ 1,839,700 76,225,780 68,095,500 3,612,900 4,517,380 89%

(50,000,000) (50,000,000) (48,385,100) (1,614,900)

0 0 50,000,000 0 50,000,000 48,385,100 0 1,614,900 97%

(0) (0)

70,000,000 0 0 0 70,000,000 0 70,000,000 0 0%

(1,587,083,067) (52,083,440) (1,639,166,507) (1,639,164,749) (1,758)

991,600,000 0 1,587,083,067 52,083,440 2,630,766,507 2,281,959,866 348,804,820 1,821 87%

(0) (0)

0 698,000,000 0 0 698,000,000 0 698,000,000 0 0%

(0) (0)

23,541,000 8,959,000 0 0 32,500,000 32,500,000 0 0 100%

(2,500,000) (2,500,000) (2,500,000) (0)

0 34,900,000 2,500,000 0 37,400,000 2,500,000 34,900,000 0 7%

主な事業に関
する調べのと
おり

予算現額

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】総合
的な流木対策
検討事業へ流
用（△
1,839,700）

主な事業に関
する調べのと
おり
【明許】防災
安全交付金
（堰堤改良）
から流用
（41,523,840
）
【明許】河川
安全・安心対
策推進事業
（予防保全）
から流用
（9,063,400
）
【明許】河川
情報基盤整備
緊急対策事業
費から流用
（1,496,200
）

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

河川総務費

（主）防
災・安全
交付金
（情報基
盤整備）

（主）防
災・安全
交付金
（情報基
盤整備）
（国補
正）

防災・安
全交付金
（情報基
盤整備
（水位観
測局対
策））

（主）樹
木伐採・
河道掘削
等緊急対
策事業費

（主）樹
木伐採・
河道掘削
等緊急対
策事業費
（国補
正）

補助事務
費（河川
総務費）

補助事務
費（河川
総務費）
（国補
正）
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(326,346,263) (△4,197,060) (322,149,203) (320,709,999) (1,439,204)

831,100,000 0 326,346,263 53,802,940 1,211,249,203 753,041,265 456,768,034 1,439,904 62%

(29,508,640) (29,508,640) (29,161,040) (347,600)

289,824,000 2,775,000 29,508,640 2,080,981 324,188,621 305,804,637 2,200,800 16,183,184 94%

(0) (0)

7,711,000 0 0 0 7,711,000 6,344,800 0 1,366,200 82%

河川台帳
システム
運営費

（主）河
川安全・
安心対策
推進事業
（予防保
全）

（主）河
川維持管
理費

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河
川・堤防診断
から流用
（2,100,000
）
【現年】湖山
池汽水化対策
事業へ流用
（△19,019） 
＜不用額の理
由（現年）＞
不測の事態や
天候に実績が
大きく左右さ
れるものであ
り、それらに
対応できるよ
う備える必要
があるため。

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】気高
海岸浸食対策
事業から流用
（53,000,000
）
【現年】河川
安全・安心対
策推進事業
（改修）から
流用
（5,000,000
）
【明許】河川
安全・安心対
策推進事業
（改修）から
流用
（4,866,340
）
【明許】樹木
伐採・河道掘
削等緊急対策
事業費へ流用
（△
9,063,400）
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(34,496,000) (34,496,000) (34,496,000) (0)

94,165,000 0 34,496,000 △ 766,782 127,894,218 92,708,515 24,604,000 10,581,703 72%

(52,191,960) (52,191,960) (52,191,960) (0)

106,580,000 0 52,191,960 15,000,000 173,771,960 140,578,500 32,637,060 556,400 81%

(25,572,300) (25,572,300) (24,048,100) (1,524,200)

59,160,000 0 25,572,300 △ 17,100,000 67,632,300 52,232,800 13,875,300 1,524,200 77%

(0) (0)

8,380,000 0 0 0 8,380,000 7,971,700 0 408,300 95%

(13,409,920) (13,409,920) (12,456,605) (953,315)

132,483,000 0 13,409,920 986,613 146,879,533 132,104,555 5,537,183 9,237,795 90%

(3,954,600) (3,954,600) (2,963,700) (990,900)

20,700,000 0 3,954,600 0 24,654,600 10,580,700 13,083,000 990,900 43%

（主）防
災情報シ
ステム管
理運営費

（主）海
岸維持管
理費

（主）河
川・堤防
診断事業

狐川水質
浄化対策
（汚泥発
生メカニ
ズム解
析）事業

（主）ダ
ム管理費

水辺の
ネット
ワーク再
生事業

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】防災
情報システム
管理運営費か
ら流用
（918,996）
【現年】単県
公共事務費か
ら流用
（67,617）

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河川
維持管理費へ
流用（△
2,100,000）
【現年】海岸
維持管理費へ
流用（△
15,000,000）

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河川
海岸管理費か
ら流用
（152,214）
【現年】ダム
管理費へ流用
（△
918,996） 
＜不用額の理
由（現年）＞
本システムは
住民避難及び
水防活動に必
要な雨量、河
川水位等を計
測・公開して
いる重要なシ
ステムであ
る。この管理
運営費は年間
を等してシス
テムを保守管
理するもので
あり、欠測等
の突発的な事
象に備える必
要があるた
め。

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河
川・堤防診断
事業から流用
（15,000,000
）
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(11,073,672) (11,073,672) (10,305,300) (768,372)

36,000,000 0 11,073,672 1,839,700 48,913,372 48,145,000 0 768,372 98%

(0) (0)

325,276,000 0 0 △ 983,932 324,292,068 236,256,639 84,469,000 3,566,429 73%

(0) (0)

10,000,000 0 0 0 10,000,000 9,935,200 0 64,800 99%

(18,500,000) (△1,496,200) (17,003,800) (15,461,500) (1,542,300)

0 0 18,500,000 △ 1,496,200 17,003,800 15,461,500 0 1,542,300 91%

(0) (0)

0 100,000,000 0 △ 10,759,100 89,240,900 4,930,100 84,310,800 0 6%

(0) (0)

34,050,000 0 0 △ 2,083,685 31,966,315 29,951,431 0 2,014,884 94%

(2,517,000) (2,517,000) (1,881,000) (636,000)

3,383,000 0 2,517,000 0 5,900,000 2,483,800 0 3,416,200 42%

(0) (0)

2,511,000 0 0 △ 152,214 2,358,786 2,192,640 0 166,146 93%

(0) (0)

39,581,000 0 0 0 39,581,000 29,634,356 0 9,946,644 75%

【現年】単県
公共事務費
（河川総務
費）へ流用
（△
983,932）

【明許】樹木
伐採河道掘削
等緊急対策事
業へ流用（△
1,496,200）

河川内流
出土砂等
緊急撤去
事業

総合的な
流木対策
検討事業

【現年】防
災・安全交付
金（情報基盤
整備）から流
用
（1,839,700
）

【現年】防災
情報システム
管理運営費へ
流用（△
152,214）

【現年】治山
砂防課へ所管
換配当（△
40,000,000）

＜不用額の理
由（現年）＞
天候が不安定
な冬季を避け
て作業する必
要があるう
え、現場の状
況に実績が大
きく左右され
るものであ
り、それらに
対応できるよ
う備える必要
があるため。

【現年】単県
公共事務費
（河川改良
費）へ流用
（△
3,000,000）
【現年】避難
につなげる水
防対策事業
（鳥取方式）
から流用
（983,932）
【現年】ダム
管理費へ流用
（△67,617）

河川情報
基盤整備
緊急対策
事業

単県公共
事務費
(河川総
務費)

不法係留
船対策事
業費

河川海岸
管理費

海岸漂着
ごみ等処
理事業

避難につ
なげる水
防対策事
業（鳥取
方式）

ふるさと
まちづく
り支援事
業
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(0) (0)

12,392,000 0 0 19,019 12,411,019 12,362,469 0 48,550 100%

(0) (0)

33,615,000 △ 43,000 0 0 33,572,000 24,102,000 0 9,470,000 72%

(0) (0)
70,732,000 24,776,000 0 0 95,508,000 94,567,074 0 940,926 99%

(0) (0) (2,195,218,902) (46,390,180) (2,241,609,082) (2,230,310,053) (0) (11,299,029)
3,241,784,000 870,367,000 2,195,218,902 90,631,080 6,398,000,982 4,444,830,147 1,872,802,897 80,367,938

（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(1,088,078,564) (1,088,078,564) (1,088,028,427) (50,137)

1,744,820,000 499,180,000 1,088,078,564 0 3,332,078,564 1,966,468,552 1,365,558,375 51,637 59%

(524,830,000) (524,830,000) (524,828,500) (1,500)

0 1,472,000,000 524,830,000 0 1,996,830,000 524,828,500 1,472,000,000 1,500 26%

(448,241,565) (448,241,565) (448,240,864) (701)

340,000,000 416,000,000 448,241,565 0 1,204,241,565 766,548,080 437,692,784 701 64%

(0) (0)

0 158,000,000 0 0 158,000,000 0 158,000,000 0 0%

(440,236,220) (△41,523,840) (398,712,380) (387,874,200) (10,838,180)

500,000,000 18,398,000 440,236,220 △ 41,523,840 917,110,380 630,533,300 275,738,900 10,838,180 69%

(0) (0)

0 1,056,763,000 0 0 1,056,763,000 0 1,056,763,000 0 0%

(0) (0)

0 60,000,000 0 0 60,000,000 0 60,000,000 0 0%

(8,157,000) (8,157,000) (8,156,500) (500)

0 0 8,157,000 0 8,157,000 8,156,500 0 500 100%

防災・減
災対策等
強化事業
推進費
（堰堤改
良）

（主）大
規模特定
河川事業
（国補
正）

主な事業に関
する調べのと
おり

（主）防
災・安全
交付金
（河川改
修）

（主）防
災・安全
交付金
（河川改
修）（国
補正）

（主）大
規模特定
河川事業

（主）防
災・安全
交付金
（堰堤改
良）

予算現額

目　　計

防災・安
全交付金
（ダム浸
水想定）
（国補
正）

主な事業に関
する調べのと
おり
【明許】樹木
伐採・河道掘
削等緊急対策
事業費へ流用
（△
41,523,840）
＜不用額の理
由（明許）＞
本事業の残額
を他事業へ流
用したことに
よる国費率の
差で生じる差
額

主な事業に関
する調べのと
おり

主な事業に関
する調べのと
おり

主な事業に関
する調べのと
おり

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河川
維持管理費か
ら流用
（19,019）

（主）湖
山池汽水
化対策事
業

人件費継
足（河川
総務費）

職員人件
費

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

河川改良費

（主）防
災・安全
交付金
（堰堤改
良）（国
補正）
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(177,942,521) (177,942,521) (177,942,521) (0)

100,000,000 50,000,000 177,942,521 0 327,942,521 211,460,459 116,482,062 0 64%

(0) (0)

139,340,000 53,211,000 0 0 192,551,000 192,551,000 0 0 100%

(34,430,000) (34,430,000) (34,430,000) (0)

0 132,020,000 34,430,000 0 166,450,000 34,430,000 132,020,000 0 21%

(0) (0)

368,647,000 △ 97,263,000 0 △ 7,526,000 263,858,000 214,977,655 0 48,880,345 81%

(122,463,747) (△4,866,340) (117,597,407) (117,532,457) (64,950)

268,000,000 0 122,463,747 △ 9,866,340 380,597,407 205,095,727 175,436,730 64,950 54%

(25,274,600) (25,274,600) (25,243,000) (31,600)

43,356,000 0 25,274,600 0 68,630,600 49,337,500 18,905,500 387,600 72%

(0) (0)

6,000,000 0 0 3,000,000 9,000,000 6,978,977 0 2,021,023 78%

(0) (0)

0 6,100,000 0 0 6,100,000 5,886,317 0 213,683 96%

(0) (0) (2,869,654,217) (△46,390,180) (2,823,264,037) (2,812,276,469) (0) (10,987,568)
3,510,163,000 3,824,409,000 2,869,654,217 △ 55,916,180 10,148,310,037 4,817,252,567 5,268,597,351 62,460,119

（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(116,580,660) (116,580,660) (116,579,760) (900)

120,000,000 82,000,000 116,580,660 0 318,580,660 236,039,100 82,540,660 900 74%

(90,000,000) (90,000,000) (89,999,800) (200)

0 220,000,000 90,000,000 0 310,000,000 89,999,800 220,000,000 200 29%

(0) (0)

6,000,000 5,962,000 0 0 11,962,000 11,962,000 0 0 100%

（主）防
災・安全
交付金
（海岸）

予算現額

目　　計

補助事務
費(海岸
保全費)

（主）防
災・安全
交付金
（海岸）
（国補
正）

海岸保全費

（主）河
川安全・
安心対策
推進事業
（改修）

河川調査
費

主な事業に関
する調べのと
おり

主な事業に関
する調べのと
おり

技術企画課へ
所管換配当
（△
7,526,000）
＜不用額の理
由（現年）＞
実際の人件費
が想定よりも
少額となった
ため。

主な事業に関
する調べのと
おり

【現年】単県
公共事務費
（河川総務
費）から流用
（3,000,000
）

主な事業に関
する調べのと
おり
【現年】河川
安全・安心対
策推進事業
（予防保全）
へ流用（△
5,000,000）
【明許】河川
安全・安心対
策推進事業
（予防保全）
へ流用
（4,866,340
）

主な事業に関
する調べのと
おり

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

（主）市
町村等受
託事業
（河川）

単県公共
事務費
(河川改
良費)

人件費継
足(河川
改良費)

補助事務
費(河川
改良費)
（国補
正）

補助事務
費(河川
改良費)

（主）社
会資本整
備総合交
付金（広
域連携）
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当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

予算現額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

(6,100,000) (6,100,000) (6,100,000) (0)

0 12,360,000 6,100,000 0 18,460,000 6,100,000 12,360,000 0 33%

(0) (0)

22,752,000 △ 5,323,000 0 0 17,429,000 8,833,069 0 8,595,931 51%

(19,508,020) (19,508,020) (19,347,760) (160,260)

145,817,000 25,000,000 19,508,020 0 190,325,020 178,161,673 11,208,187 955,160 94%

(0) (0)

900,000 0 0 0 900,000 900,000 0 0 100%

(29,166,040) (29,166,040) (29,166,040) (0)

42,030,000 0 29,166,040 0 71,196,040 58,532,100 12,376,840 287,100 82%

(0) (0)

0 138,000,000 0 △ 53,000,000 85,000,000 32,753,600 52,246,400 0 39%

(0) (0) (261,354,720) (0) (261,354,720) (261,193,360) (0) (161,360)
337,499,000 477,999,000 261,354,720 △ 53,000,000 1,023,852,720 623,281,342 390,732,087 9,839,291

（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(0) (0)
73,157,000 0 0 0 73,157,000 978,319 64,000,000 8,178,681 1%

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
73,157,000 0 0 0 73,157,000 978,319 64,000,000 8,178,681

（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(0) (0)

987,771,000 △ 134,770,000 0 0 853,001,000 853,000,122 0 878 100%

(0) (0)

0 282,960,000 0 0 282,960,000 282,960,000 0 0 100%

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
987,771,000 148,190,000 0 0 1,135,961,000 1,135,960,122 0 878

（単位：円、％）

当初予算額 補正予算額
継続費及び
繰越事業費
繰　越　額

予 備 費
支出及び
流用増減

計
Ａ

(0) (0)

0 0 0 8,221,835 8,221,835 8,221,835 0 0 100%

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 8,221,835 8,221,835 8,221,835 0 0

(0) (0) (5,326,227,839) (0) (5,326,227,839) (5,303,779,882) (0) (22,447,957)
8,150,374,000 5,320,965,000 5,326,227,839 △ 10,063,265 18,787,503,574 11,030,524,332 7,596,132,335 160,846,907

（注）　上段：繰越額

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

支出済額
（決算額）

Ｂ

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

翌年度
繰越額

Ｃ

差引残額
（不用額）
Ａ-Ｂ-Ｃ

執行
率
B/A

事業計画と実
績・成果、不
用額の理由等

県土総務
管理運営
費

目　　計

目　　計

合　　計

直轄河川
海岸事業
負担金

直轄河川
海岸事業
負担金
（国経済
対策）

【現年】河川
安全・安心対
策推進事業
（予防保全）
へ流用（△
53,000,000）

予算現額

予算現額

目　　計

目　　計

補助事務
費(海岸
保全費)
（国補
正）

水防費

主な事業に関
する調べのと
おり

＜不用額の理
由＞
実際の人件費
が想定よりも
少額となった
ため。

県土総務課か
ら所管替え配
当
（8,221,835
）

主な事業に関
する調べのと
おり

予算現額

直轄河川海岸事業負担金

水防対策
費

気高海岸
侵食対策
事業

（主）美
しい海辺
保全対策
事業

単県公共
事務費
(海岸保
全費)

（主）サン
ドリサイク
ル推進事業

人件費継
足(海岸
保全費)

土木総務費

事業名
支出済額

（決算額）
Ｂ

事業名
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８
　

予
備

費
の

充
用

調
べ

  
 

　
　

該
当

な
し

９
　

繰
越

関
係

調
べ

  
 

　
　

（１
）継

続
費

逓
次

繰
越

調
べ

  
 

　
　

該
当

な
し

　
　

（２
） 

繰
越

明
許

費
調

べ
  
 

（
単

位
：
円

）

既
収

入
特

定
財

源

起
債

国
庫

補
助

金
起

債
負

担
金

受
託

収
入

河
川

総
務

費
4
0
,0

0
0
,0

0
0

3
,6

1
2
,9

0
0

0
1
,8

0
6
,4

5
0

1
,0

0
0
,0

0
0

0
0

8
0
6
,4

5
0

7
0
,0

0
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0
,0

0
0

0
3
5
,0

0
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

9
9
1
,6

0
0
,0

0
0

3
4
8
,8

0
4
,8

2
0

5
2
5
,0

0
0

1
0
0
,6

8
0
,8

7
0

2
4
7
,0

0
0
,0

0
0

0
0

5
9
8
,9

5
0

6
9
8
,0

0
0
,0

0
0

6
9
8
,0

0
0
,0

0
0

0
3
4
9
,0

0
0
,0

0
0

3
4
9
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

5
9
,1

6
0
,0

0
0

1
3
,8

7
5
,3

0
0

0
0

0
0

0
1
3
,8

7
5
,3

0
0

科
目

事
業

名
金

額
翌

年
度

繰
越

額

左
の

財
源

内
訳

繰
　

　
越

　
　

理
　

　
由

未
収

入
特

定
財

源
一

般
財

源

防
災

・
安

全
交

付
金

（
情

報
基

盤
整

備
）

河
川

監
視

カ
メ

ラ
の

設
置

に
つ

い
て

、
箇

所
の

選
定

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
た

め
。

（
約

６
０

日
）

樹
木

伐
採

・
河

道
掘

削
等

緊
急

対
策

事
業

費

工
事

に
伴

い
発

生
す

る
建

設
発

生
土

の
処

分
場

へ
の

搬
入

時
期

に
つ

い
て

、
他

事
業

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
(約

９
０

日
)

河
川

・
堤

防
診

断
事

業

浸
水

対
策

の
検

討
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

９
０

日
）

防
災

・
安

全
交

付
金

（
水

位
観

測
局

浸
水

対
策

）

設
計

業
務

の
現

地
調

査
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
影

響
で

一
時

中
止

が
必

要
と

な
り

、
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

６
０

日
）

樹
木

伐
採

・
河

道
掘

削
等

緊
急

対
策

事
業

費
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。
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8
3
1
,1

0
0
,0

0
0

4
5
6
,7

6
8
,0

3
4

0
0

4
0
3
,0

0
0
,0

0
0

0
0

5
3
,7

6
8
,0

3
4

2
9
2
,5

9
9
,0

0
0

2
,2

0
0
,8

0
0

0
0

0
0

0
2
,2

0
0
,8

0
0

9
4
,1

6
5
,0

0
0

2
4
,6

0
4
,0

0
0

3
0
,0

0
0

0
2
4
,0

0
0
,0

0
0

0
0

5
7
4
,0

0
0

1
3
2
,4

8
3
,0

0
0

5
,5

3
7
,1

8
3

0
0

0
4
0
4
,2

1
4

0
5
,1

3
2
,9

6
9

1
0
6
,5

8
0
,0

0
0

3
2
,6

3
7
,0

6
0

6
3
7
,0

6
0

0
3
2
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

2
0
,7

0
0
,0

0
0

1
3
,0

8
3
,0

0
0

0
0

1
3
,0

0
0
,0

0
0

0
0

8
3
,0

0
0

3
2
5
,2

7
6
,0

0
0

8
4
,4

6
9
,0

0
0

5
7
3
,0

0
0

0
7
6
,0

0
0
,0

0
0

0
0

7
,8

9
6
,0

0
0

3
4
,9

0
0
,0

0
0

3
4
,9

0
0
,0

0
0

0
0

3
4
,0

0
0
,0

0
0

0
0

9
0
0
,0

0
0

取
水

設
備

に
係

る
無

停
電

電
源

装
置

の
新

設
に

つ
い

て
、

現
地

調
査

の
結

果
、

既
設

設
備

と
干

渉
す

る
こ

と
が

判
明

し
、

設
置

場
所

の
再

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

９
０

日
）

海
岸

維
持

管
理

費

補
助

事
務

費
（
河

川
総

務
費

）
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

避
難

に
つ

な
げ

る
水

防
対

策
事

業
（
鳥

取
方

式
）

堤
防

舗
装

工
事

に
つ

い
て

、
入

札
が

不
調

と
な

り
、

再
度

発
注

の
た

め
の

単
価

見
直

し
等

の
発

注
手

続
き

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

６
０

日
）

河
川

安
全

・
安

心
対

策
推

進
事

業
（
予

防
保

全
）

水
辺

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
再

生
事

業

仮
設

道
路

を
設

置
す

る
に

あ
た

り
、

地
元

が
管

理
す

る
用

水
路

を
一

時
的

に
止

め
る

必
要

が
あ

り
、

用
水

を
利

用
す

る
関

係
者

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

３
０

日
）

工
事

の
施

工
に

伴
う

工
事

用
資

材
等

の
運

搬
路

の
選

択
に

つ
い

て
、

地
元

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

６
０

日
）

河
川

維
持

管
理

費

工
事

に
伴

い
発

生
す

る
建

設
発

生
土

の
処

分
場

へ
の

搬
入

時
期

に
つ

い
て

、
他

事
業

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
(約

９
０

日
)

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

運
営

費

テ
レ

メ
ー

タ
観

測
設

備
の

更
新

に
つ

い
て

、
現

地
調

査
の

結
果

、
既

設
水

門
設

備
の

接
続

仕
様

の
改

修
が

必
要

と
な

り
、

そ
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

３
０

日
）

ダ
ム

管
理

費

海
岸

長
寿

命
化

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
、

離
岸

堤
等

の
沖

合
施

設
の

点
検

に
必

要
な

測
量

船
の

確
保

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

３
０

日
）
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6
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8
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6
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9
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0
0
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0
0

0
0

2
3
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7
9
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8
8

大
路

川
4
7
,8

7
8
,1

2
6

塩
見

川
8
8
,9

2
9
,0

0
0

勝
部

川
1
2
4
,3

0
5
,3

1
6

蒲
生

川
1
3
,6

8
6
,9

4
1

浜
村

川
7
3
,7

6
9
,6

1
2

湖
山

川
2
3
,1

6
4
,1

7
8

野
坂

川
8
8
,1

4
6
,2

0
0

八
東

川
3
1
,6

4
9
,3

8
0

工
損

補
償

の
建

物
補

修
工

法
に

つ
い

て
、

関
係

者
と

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）

工
損

補
償

の
地

盤
沈

下
矯

正
の

工
法

に
つ

い
て

、
関

係
者

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

１
５

０
日

）

河
川

内
流

出
土

砂
等

緊
急

撤
去

事
業

災
害

復
旧

に
よ

り
行

う
工

事
等

に
つ

い
て

、
年

度
内

完
了

が
困

難
な

た
め

。
（
約

６
０

日
）

排
水

樋
門

取
付

水
路

の
切

り
替

え
手

順
に

つ
い

て
水

利
関

係
者

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

工
事

用
進

入
路

の
選

択
に

当
た

り
、

地
元

関
係

者
と

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）

水
管

橋
橋

台
工

事
に

お
い

て
、

近
隣

家
屋

へ
の

振
動

対
策

の
検

討
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）

湧
水

の
発

生
に

伴
う

護
岸

変
更

設
計

に
お

い
て

、
地

質
調

査
の

追
加

検
討

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

他
工

事
か

ら
の

流
用

土
受

入
れ

を
行

う
た

め
に

必
要

と
な

る
一

時
仮

置
き

場
の

確
保

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

９
０

日
）

築
堤

盛
土

に
よ

る
地

盤
沈

下
の

終
息

時
期

が
想

定
よ

り
も

遅
く

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
堤

防
天

端
舗

装
工

事
の

着
手

ま
で

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

９
０

日
）

防
災

・
安

全
交

付
金

事
業

（
河

川
改

修
）
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由
良

川
1
6
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東
郷

池
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2
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5
5

佐
陀

川
2
6
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5
6
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8
5

絹
屋

川
5
,0

8
4
,3

0
0

日
野

川
1
8
4
,0

2
1
,7

0
0

西
大

路
排

水
機

場
9
9
,6

7
2
,8

4
0

橋
津

川
水

門
4
4
,0

0
0
,0

0
0

精
進

川
3
5
,2

8
4
,9

7
2

用
地

取
得

予
定

地
に

つ
い

て
、

筆
界

未
定

地
が

確
認

さ
れ

、
そ

の
処

理
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）

現
地

に
生

息
す

る
希

少
動

物
（
魚

類
）
の

工
事

期
間

中
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

５
０

日
）

倉
庫

の
移

転
に

係
る

移
転

先
の

選
定

に
つ

い
て

、
所

有
者

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

１
２

０
日

）

工
事

用
車

両
の

通
行

ル
ー

ト
に

お
け

る
周

辺
家

屋
へ

の
振

動
対

策
の

検
討

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

建
設

発
生

土
に

つ
い

て
、

残
土

処
分

場
で

の
受

入
れ

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

護
岸

改
修

工
事

が
入

札
不

調
と

な
り

、
再

入
札

に
向

け
て

の
工

事
内

容
の

見
直

し
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

６
０

日
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
影

響
で

工
場

製
作

に
不

測
の

日
数

を
要

し
、

現
地

着
手

が
遅

延
し

た
た

め
、

工
事

の
年

度
内

完
成

が
困

難
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
影

響
で

、
工

場
製

作
に

不
測

の
日

数
を

要
し

、
現

地
着

手
が

遅
延

し
た

た
め

、
工

事
の

年
度

内
完

成
が

困
難

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

工
損

補
償

の
建

物
補

修
工

法
に

つ
い

て
、

関
係

者
と

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

１
２

０
日

）
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佐
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1
4
3
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3
9
,0

0
0

東
郷

ダ
ム

1
1
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0
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0
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賀
祥

ダ
ム

2
6
,2

3
2
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0
0

百
谷

ダ
ム

2
5
,6

6
4
,5

0
0

朝
鍋

ダ
ム

6
8
,5

0
0
,0

0
0

ダ
ム

放
流

情
報

表
示

設
備

設
計

業
務

が
入

札
不

調
と

な
り

、
再

入
札

に
向

け
て

の
設

計
業

務
の

項
目

見
直

し
に

不
足

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

６
０

日
）

警
報

局
増

設
に

あ
た

り
、

無
線

の
周

波
数

を
変

更
す

る
必

要
と

な
り

、
そ

の
周

波
数

使
用

状
況

調
査

及
び

関
係

機
関

と
の

協
議

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

１
５

０
日

）

機
器

の
納

期
に

つ
い

て
、

市
場

調
査

の
結

果
、

納
入

ま
で

に
不

測
の

日
数

を
要

す
る

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
。

（
約

６
０

日
）

護
岸

改
修

工
事

が
入

札
不

調
と

な
り

、
再

入
札

に
向

け
て

の
工

事
内

容
の

見
直

し
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

６
０

日
）

用
地

買
収

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

影
響

で
、

相
手

方
と

の
交

渉
時

期
が

定
ま

ら
ず

、
用

地
取

得
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

６
０

日
）

警
報

局
の

増
設

に
係

る
用

地
取

得
予

定
地

に
つ

い
て

、
県

外
相

続
関

係
者

が
複

数
確

認
さ

れ
、

境
界

立
会

等
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

１
５

０
日

）

山
間

部
の

雨
量

観
測

設
備

の
更

新
に

つ
い

て
、

進
入

路
と

な
る

市
道

及
び

林
道

が
豪

雨
に

よ
り

被
災

を
受

け
、

そ
の

復
旧

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

２
４

０
日

）

防
災

・
安

全
交

付
金

事
業

（
堰

堤
改

良
）
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0
,0

0
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7
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0
0
,0

0
0

0
0

0

防
災

・
安

全
交

付
金

（
河

川
改

修
）
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

大
規

模
特

定
河

川
事

業
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

防
災

・
安

全
交

付
金

（
堰

堤
改

良
）
（
国

補
正

）

大
規

模
特

定
河

川
事

業

排
水

機
場

設
計

に
お

い
て

、
吐

出
水

槽
の

詳
細

検
討

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

１
０

０
日

）

借
地

返
還

に
係

る
圃

場
復

旧
に

お
い

て
、

関
係

者
と

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

９
０

日
）

J
R

橋
梁

架
け

替
え

に
係

る
軌

道
線

形
計

画
に

つ
い

て
、

検
討

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

９
０

日
）

J
R

橋
梁

詳
細

設
計

（
J
R

西
日

本
受

託
施

行
）
に

お
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
影

響
で

、
設

計
業

務
の

遅
延

が
生

じ
、

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

１
５

０
日

）

建
設

発
生

土
に

つ
い

て
、

他
工

事
へ

の
流

用
を

行
う

た
め

に
必

要
と

な
る

一
時

仮
置

き
場

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

６
０

日
）
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川
（
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瀬
）

4
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川
（
尾

見
）

8
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,9

7
1

私
都

川
3
,2

8
2
,7
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8

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
（
広

域
連

携
（
河

川
環

境
）
）

護
岸

構
造

形
式

の
検

討
に

当
た

り
、

地
元

関
係

者
と

の
協

議
・
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

９
０

日
）

河
川

安
全

・
安

心
対

策
推

進
事

業
（
改

修
）

倉
庫

の
移

転
先

地
の

選
定

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

、
年

度
内

の
物

件
移

転
が

困
難

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

防
災

・
減

災
対

策
等

強
化

事
業

推
進

費
（
堰

堤
改

良
）

ダ
ム

管
理

用
処

理
設

備
改

修
に

あ
た

り
、

通
信

会
社

の
通

信
網

を
借

用
す

る
必

要
が

あ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

影
響

で
、

そ
の

調
整

に
不

測
の

日
数

が
必

要
と

な
っ

た
た

め
。

（
約

８
０

日
）

測
量

作
業

の
現

地
立

ち
入

り
に

あ
た

り
、

工
事

計
画

の
説

明
等

の
地

元
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

９
０

日
）

用
地

取
得

に
係

る
交

渉
に

お
い

て
、

現
地

の
地

形
が

出
水

等
に

よ
り

大
き

く
変

化
し

て
お

り
工

事
説

明
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

９
０

日
）

用
地

取
得

に
係

る
交

渉
に

お
い

て
、

地
元

関
係

者
へ

の
工

事
設

計
内

容
の

説
明

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

 ９
０

日
）

工
事

用
道

路
と

し
て

町
道

を
使

用
す

る
計

画
で

あ
る

が
、

地
元

関
係

者
と

通
行

に
か

か
る

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

４
０

日
）
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野
上

川
2
2
,3

6
4
,7

0
0

東
長

田
川

4
,3

8
2
,2

0
0

板
井

原
川

2
9
,8

2
6
,3

0
0

河
内

川
3
,5

0
9
,2

0
0

北
条

川
3
,0

0
0
,0

0
0

由
良

川
4
,3

9
6
,3

0
0

湖
山

川
8
,0

0
0
,0

0
0

1
3
2
,0

2
0
,0

0
0

1
3
2
,0

2
0
,0

0
0

0
0

1
3
2
,0

0
0
,0

0
0

0
0

2
0
,0

0
0

観
測

地
点

に
お

い
て

河
床

掘
削

工
事

が
行

わ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

業
務

着
手

ま
で

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

た
め

。
（
約

２
７

０
日

）

岩
掘

削
の

際
に

生
じ

る
騒

音
及

び
振

動
に

つ
い

て
、

対
策

の
必

要
が

あ
り

検
討

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

４
５

日
）

用
地

測
量

業
務

に
お

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

影
響

で
境

界
立

会
の

日
程

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

(約
９

０
日

)

地
元

関
係

者
と

の
調

整
に

よ
り

、
仮

設
計

画
の

見
直

し
の

必
要

が
生

じ
た

た
め

、
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

４
０

日
）

堤
防

機
能

強
化

対
策

の
検

討
に

係
る

浸
透

流
解

析
の

実
施

に
あ

た
り

、
設

定
条

件
と

な
る

計
画

高
水

位
の

検
討

及
び

設
定

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

浸
水

実
績

確
認

や
避

難
対

策
の

検
討

を
す

る
に

あ
た

り
、

関
係

機
関

（
国

交
省

、
倉

吉
市

及
び

北
栄

町
）
と

の
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

９
０

日
）

次
期

河
川

整
備

計
画

の
策

定
に

当
た

り
、

事
前

の
地

元
関

係
者

と
の

協
議

・
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

９
０

日
）

補
助

事
務

費
（
河

川
改

良
費

）
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。
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海
岸

保
全

費
1
7
0
,8

1
7
,0

0
0

1
1
,2

0
8
,1

8
7

0
0

8
,0

0
0
,0

0
0

0
0

3
,2

0
8
,1

8
7

4
2
,0

3
0
,0

0
0

1
2
,3

7
6
,8

4
0

2
7
7
,0

0
0

0
1
2
,0

0
0
,0

0
0

0
0

9
9
,8

4
0

2
2
0
,0

0
0
,0

0
0

2
2
0
,0

0
0
,0

0
0

0
1
1
0
,0

0
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

2
0
2
,0

0
0
,0

0
0

8
2
,5

4
0
,6

6
0

0
4
1
,2

7
0
,3

3
0

3
7
,0

0
0
,0

0
0

0
0

4
,2

7
0
,3

3
0

岩
美

海
岸

（
陸

上
地

区
）

1
0
,4

5
8
,5

6
0

岩
美

海
岸

7
2
,0

8
2
,1

0
0

1
3
8
,0

0
0
,0

0
0

5
2
,2

4
6
,4

0
0

2
4
6
,4

0
0

0
5
2
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

1
2
,3

6
0
,0

0
0

1
2
,3

6
0
,0

0
0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

0
0

3
6
0
,0

0
0

水
防

費
7
3
,1

5
7
,0

0
0

6
4
,0

0
0
,0

0
0

0
0

6
4
,0

0
0
,0

0
0

0
0

0

1
1
,5

1
3
,4

6
4
,0

0
0

7
,5

6
6
,4

6
7
,7

3
5

3
,1

0
9
,2

6
0

2
,9

2
4
,8

0
3
,6

4
0

4
,4

9
2
,3

1
0
,8

0
0

9
7
,8

9
3
,4

0
4

0
4
8
,3

5
0
,6

3
1

　
　

（
３

）
事

故
繰

越
調

べ
  
 

　
　

　
該

当
な

し

美
し

い
海

辺
保

全
対

策
事

業
（
瑞

風
・
ジ

オ
パ

ー
ク

）

サ
ン

ド
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

事
業

砂
浜

の
養

浜
箇

所
と

工
事

用
車

両
の

通
行

に
関

し
て

地
元

交
渉

・
調

整
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

８
０

日
）

防
災

・
安

全
交

付
金

事
業

（
海

岸
）

地
元

調
整

に
よ

り
工

事
用

道
路

計
画

の
見

直
し

が
必

要
と

な
っ

た
た

め
、

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
、

工
事

の
年

度
内

完
了

が
困

難
と

な
っ

た
。

（
約

６
０

日
）

防
災

・
安

全
交

付
金

（
海

岸
）
（
国

補
正

）

砂
浜

の
養

浜
箇

所
と

施
工

方
法

等
に

つ
い

て
、

漁
協

と
の

調
整

に
不

測
の

日
数

を
要

し
た

こ
と

に
よ

る
。

（
約

６
０

日
）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

水
防

対
策

費

排
水

ポ
ン

プ
車

購
入

に
あ

た
り

、
入

札
が

不
調

と
な

り
年

度
内

の
完

了
が

困
難

と
な

っ
た

た
め

。
（
約

５
０

日
）

合
　

　
　

　
　

計

ブ
ロ

ッ
ク

製
作

ヤ
ー

ド
と

し
て

想
定

し
て

い
た

用
地

に
つ

い
て

、
管

理
者

と
の

協
議

の
結

果
、

利
用

期
間

の
調

整
が

必
要

と
な

り
、

不
測

の
日

数
を

要
し

た
た

め
。

（
約

９
０

日
間

）

補
助

事
務

費
（
海

岸
保

全
費

）
（
国

補
正

）

国
補

正
に

よ
り

行
う

工
事

等
に

つ
い

て
、

年
度

内
完

了
が

困
難

な
た

め
。

気
高

海
岸

侵
食

対
策

事
業

波
除

堤
の

整
備

に
よ

る
周

辺
へ

の
砂

の
動

き
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

追
加

の
検

討
に

不
測

の
日

数
を

要
し

た
こ

と
に

よ
る

。
（
約

１
２

０
日

）
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１０　収入証紙取扱調べ

有　・　無

１１　現金の取扱状況
（１）現金の取扱状況　　　該当なし
（２）つり銭の状況　　　　該当なし
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１
２

　
財

産
に

関
す

る
調

べ
　

（１
）
公

有
財

産
　

　
ア

　
土

　
地

　
面

積
（㎡

）
価

額
（円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（円

）
増

減
理

由
登

記
年

月
日

　
面

積
（㎡

）
価

額
（円

）
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
計

14
,5

33
.1

4
0

0.
00

0
14

53
3.

14
0

増
加

R
R

減
少

R
R

計
2,

97
3.

00
0

0.
00

0
29

73
.0

0
0

合
計

17
,5

06
.1

4
0

0.
00

0
17

,5
06

.1
4

0

　
面

積
（㎡

）
価

額
（円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（円

）
増

減
理

由
登

記
年

月
日

　
面

積
（㎡

）
価

額
（円

）
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
増

加
R

R
減

少
R

R
計

1,
82

7.
27

41
5,

70
1,

54
2

0
0

1,
82

7.
27

41
5,

70
1,

54
2

合
計

1,
82

7.
27

41
5,

70
1,

54
2

0
0

1,
82

7.
27

41
5,

70
1,

54
2

　
　

ウ
　

山
　

林
　

　
エ

　
不

動
産

売
却

　
　

オ
　

財
産

の
交

換
　

　
カ

　
動

　
産

（船
舶

、
浮

標
、

浮
桟

橋
、

浮
ド

ッ
ク

、
航

空
機

）
　

　
キ

　
物

　
権

　
　

ク
　

無
体

財
産

権
（
特

許
権

、
著

作
券

、
商

標
権

、
実

用
新

案
件

等
）

　
　

ケ
　

有
価

証
券

（令
和

３
年

３
月

３
１

日
現

在
）

行
政

・
普

通
財

産
の

区
分

施
設

名
等

所
　

　
在

　
　

地
前

年
度

末
本

年
度

異
動

状
況

本
年

度
末

備
　

考

行
政

財
産

河
川

管
理

用
通

路
鳥

取
市

湖
山

町
7,

84
8.

01
不

明
不

明

湖
山

池
水

質
浄

化
関

連
用

地
鳥

取
市

湖
山

町
南

5丁
目

6,
68

5.
13

不
明

66
85

.1
3

不
明

78
48

.0
1

29
73

.0
0

不
明

　
　

イ
　

建
　

物
（令

和
３

年
３

月
３

１
日

現
在

）
行

政
・
普

通
財

産
の

区
分

施
設

名
等

所
　

　
在

　
　

地
前

年
度

末
本

年
度

異
動

状
況

本
年

度
末

備
　

考

普
通

財
産

（
元

）
羽

合
ひ

か
り

園
湯

梨
浜

町
大

字
光

吉
2,

97
3.

00
不

明

行
政

財
産

佐
治

川
ダ

ム
管

理
事

務
所

鳥
取

市
佐

治
町

尾
際

38
2.

04
82

,2
82

,7
82

塩
見

川
排

水
ポ

ン
プ

車
車

庫
鳥

取
市

福
部

町
中

95
.2

0
11

,6
53

,3
20

82
,2

82
,7

82

賀
祥

ダ
ム

管
理

事
務

所
西

伯
郡

南
部

町
下

中
谷

49
4.

07
10

6,
40

0,
00

0
49

4.
07

10
6,

40
0,

00
0

38
2.

04

95
.2

0
11

,6
53

,3
20

東
郷

ダ
ム

管
理

事
務

所
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

別
所

28
5.

00
74

,6
72

,8
50

28
5.

00
74

,6
72

,8
50

救
急

内
水

排
水

ポ
ン

プ
格

納
基

地
鳥

取
市

伏
野

33
5.

88
89

,7
67

,5
90

33
5.

88
89

,7
67

,5
90

朝
鍋

ダ
ム

管
理

事
務

所
西

伯
郡

南
部

町
鶴

田
23

5.
08

50
,9

25
,0

00
23

5.
08

50
,9

25
,0

00

該
当

無
し
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　　コ　出資による権利　

前年度末 本年度末

（数量、金額） 増 減 （数量、金額）

円 円 円 円

2,600,000 0 0 2,600,000

10,000,000 0 0 10,000,000

2,500,000 0 0 2,500,000

 （２）金券類の保有状況

ア　金券の保有状況

イ　タクシーチケットの保有状況

 （３）基　金 該当なし

有　・　無

区　　分
本　　年　　度　　中

法　人　名

（令和３年３月３１日現在）

備　考

〃
公益財団法人
リバーフロント整備
センター

出損金

〃

一般財団法人
ダム技術センタ―

一般財団法人
河川情報センター

合　　計

（令和３年３月３１日現在）

前年度末未使用枚数
本　　年　　度　　中

本年度末 備　　　考
購入枚数 使用枚数及び金額

44 0 0 44

円

枚 枚 枚 枚

15,100,000 0 0 15,100,000
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(
４

)
 
債

　
権

金
　

　
額

件
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特
に

な
し

特
に

な
し

○
　

意
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、
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望
等

　
　

（
１
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業
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に

関
す

る
要

望
等

　
　

（
２

）
監

査
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員
事

務
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に
対

す
る

意
見

・
要

望
等
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